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2004 年は戦争や病気のニュースが他を圧して多く、またバイオテ

ロや核開発の増大におびえた年でもあった。ただ、科学界につい

ていえば、まったくなんの進展も希望もない年だったわけではな

い。ラットゲノムの解読から今まで知られていなかった小型のヒト

属の発見まで、今年も自然の本質の追及が続けられ、好奇心をそそ

る結果が生み出された。また問題を真剣に受け取らない政治家たち

にイライラさせられてきた科学者たちも、ロシアが京都議定書の批

准を決めたことで少しは慰められたかもしれない。今回は、そんな

2004年の科学界を沸かせたいくつかの出来事について特集する。

　またNature では科学者たちに、次にしようと考えていること

について質問した。どんな制約もないとしたら、2005 年にした

いことは何かというわけである。この news feature 特集では、

Nature のリポーターがあらゆる分野の研究者や政治家に取材した

その回答と、そうした願いは何がヒントになって生まれたのか、そ

れについてもまとめて掲載する。HIV やマラリアに有効な治療法の

開発から、宇宙のどこかよその場所に存在するかもしれない生命の

探索、また政治やお役所仕事の口出しを受けることなく研究を行う

のに必要な能力まで、この科学界の願い事リストは、洞察に富んだ、

そして元気が出てくる前向きの未来像をうかがわせてくれる。

「アメリカへ外国から自由に入国で
きるようにしたい」 
David Baltimore   

カリフォルニア工科大学学長

昨年、複数の学生や研究者、そして少

なくともノーベル賞受賞者一人が米国

入国の際に厄介な目にあっている。こ

れは 2001 年 9月 11 日のテロ攻撃以

来厳しくなった入国管理規則のせいだ。

半導体の研究で 2000年のノーベル物

理学賞を受賞したZhores Alferovは昨

年 9月、ロシアの在サンクトペテルブ

ルグ米国領事館で自分の研究の性質に

ついてしつこく尋問されて激怒し、ビ

ザをもらわずに領事館から飛び出した。 

　9.11 事件の直後に厳しい制限が導入

された時からみると、状況はいくらか

改善されている。今ではバックグラウ

ンド・チェックのほとんどが 30 日以

内に完了するが、これは以前かかって

いた時間のほぼ半分であるし、一度済

ませればその後一年間は有効なので、

米国で働く外国人研究者が休日や家族

の事情などで一時帰国するのは楽にな

った。しかし、こうした改善がなされ

ても、それが外国人に米国の研究機関

を敬遠するのをやめさせるのに充分な

のかどうかはまだわからない。昨年、

よくない前触れが認められた。過去 30

年間あまりで初めて、米国内に在籍す

る留学生の数が減少したのである。 　 

　この傾向を、Baltimore は非常に気

がかりなものだと見なしている。研究

においてヨーロッパやアジアの競争力

が上昇する中で、米国はもはや一頭地

を抜く存在ではないと彼は考えており、

その原因の 1つが、研究のための米国

への入国が以前よりずっと難しくなっ

たことだと論じている。 　

　一方で、他の国々は米国の厳重な新

規制を最大限に活用している。オース

トラリアの大学に在籍する科学専攻の

外国人学生数は 2001 年以来 32％も

急上昇した。アジアの学生は英国にも

大勢が移動しているようで、例えばケ

ンブリッジ大学では中国からの学生が

急増している。その一方で中国は、イ

ンドネシアなどの近隣諸国の学生を記

録的な数で受け入れつつある。 

  

「本当に効果があって、しかも充分
安価でアフリカの子供たちにも接種
できるマラリアワクチン」 
Gustav Nossal 

免疫学研究者、  

メルボルン大学（オーストラリア）  

RTS、S/AS02A と呼ばれている試験中

のワクチンは、かなりの子供たちをマ

ラリアから守る効果があることが昨年

明らかになった。これはマラリアワク

チンの研究で初めて得られた実際的成

功といえる。完全な防御性を持ち、し

かも接種が手頃な価格でできるように

するには、さらに研究を行わなくては

ならない。ともあれ、現在はさらに詳

しい臨床試験が進行中である。 
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「プラズマ燃焼実験を行える場所が
世界で 1 つ、じゃなくて 2 つでき
たらもっとうれしい」 
Gerald Naviatil  

プラズマ物理学研究者、  

コロンビア大学（ニューヨーク）  

プラズマ物理学の研究者にとって、

2004 年は国際熱核融合実験炉（ITER）

をどこに建造するかという議論に明け

暮れた年だった。ITER は水素原子の核

融合からのエネルギー生産を目標とす

る国際的な実験炉である。ITER 関連分

野の研究者たちは、このプロジェクト

の推進を望む点では一致している。し

かし、ロシア、中国、韓国、日本、米

国の 5カ国に EUという国際チームの

メンバーは、フランスと日本のどちら

に実験炉を設置すべきかという問題で

行き詰まり状態にある。 　

　こうした手詰まり状態に業を煮やし

たヨーロッパのメンバーは、必要なら

彼らだけで計画を遂行しようと決めた。

もしそれが、ヨーロッパと日本のコン

ソーシアムがそれぞれ 1つずつ実験炉

を建造するという意味ならば、「一向に

かまわない」とNavaltil は笑い飛ばし、

「言うまでもないが、ITER を少なくと

も 1つは持ちたいんだから」と言って

いる。でも、ITER が 2 つあればもっ

といいというわけだ。しかし、もしこ

の願いがほんとうに実現したりすれば、

周りの人々はびっくりして腰を抜かす

かもしれない。  

「地核構造プレートのとんでもない再
配列、あるいは立法による独創的な
境界改定でもいいけど、とにかくそ
んなようなことが起こって、サンア
ンドレアス断層線の端っこがちょう
どマサチューセッツ州ボストンの西
あたりに来るようになってほしい」 
George Daley  

幹細胞研究者、ハーバード大学

米国東海岸の幹細胞研究者たちがヒト

胚性幹細胞の研究に必要としている資

金を手に入れるには、大地震による地

殻変動ぐらいの大騒ぎが起こらないと

無理なようだ。 　

　このような研究のための連邦準備銀

行準備金は、20余りの細胞系列に限ら

れたままである。しかし、ジョージ・W・

ブッシュが大統領に再選されたその日

に、カリフォルニア州で行われた住民

投票では州準備金からこの領域の研究

に 30 億ドルを拠出するという州民発

案が可決されて、遠く東海岸に住む多

数の胚性幹細胞研究者はねたみの炎に

身を焦がさんばかりになった。 　　

　カリフォルニア州外の研究者でも「望

みなきにしもあらず」で

はある。2004年4月には、

ハーバード大学がボスト

ンあるいはその近郊に、

研究者 100 人規模で、民

間から数百万ドル規模の

資金が提供される幹細胞

研究所を設立することを発表した。そ

の 3ヶ月後、ニュージャージー州知事

が幹細胞研究に 950万ドルを拠出する

という法案にサインしたのである。 

　今や、事態は保守的な連邦政府と公

的資金を胚性幹細胞研究に使おうとい

う州の間の法規上の戦いに移りつつあ

る。「治療目的でのクローン胚作製」、

つまり患者のクローン胚由来の遺伝

物質を使って移植用に使える新しい細

胞を作るといった研究を禁じる法律は

2001 年以来棚上げにされてきたが、

上院の共和党議員の数が新たに増えて

過半数となったことで 2005 年には可

決されるかもしれない。たとえこの議

案が承認されなくとも、幹細胞研究へ

の制限が関係のない法案に追加される

ことだってある。そして、幹細胞研究

を支持する側が政治的な力をかき集め

るのに失敗でもすれば、最終的には法

制化されてしまいかねないのだ。 

 

「何らかの一般的な疾患に対する確
実な遺伝子治療法で、その他の数多
くの疾患にも適用可能なもの」
Mark Kay

遺伝子治療研究者、

スタンフォード大学

困難な時期にあった遺伝子治療研究

だが、昨年になって再編が始まった。

RNA干渉法という、登場から日の浅い

技術が「カンフル剤」の役割を果たし

たのだ。

　フランス当局は、ネッカー病院（パリ）

のAlain Fischer に対し、それまで約2

年間凍結状態にあった遺伝子治療試験

の再開を許可した。この試験では、遺

伝子治療によって、X連鎖重症複合免

疫不全症（SCID）という致死的な疾患

にかかった子供たちの治療が行われる。

SCIDは、感染症に対抗できなくなる疾

患だ。この遺伝子治療

試験を始めとする全世

界の SCID に対する遺

伝子治療試験は 2003

年 1月以来、中断して

いた。Fischer の遺伝

子治療試験で 11 人中

2人の子供が癌にかかったからだ。

　フランスを始め各国の規制当局は、

SCID 臨床試験の再開に踏み切ってい

る。この遺伝子治療を代替すべき骨髄

移植が常に成功するとは限らないこと

が、その理由だ。また米国の食品医薬

品局（FDA）も同様に少なくとも 1件

の臨床試験に対する許可を決定した。

　ところで、遺伝子治療は成功するの

だろうか？ ここに登場したのが RNA

干渉法だ。これは、人間に本来備わっ

ている防御機構を利用した技術で、多

「政治的大混乱の中で苦しんで
いる地域の科学者たちに静穏と
安全、思想の自由が与えられん
ことを願う」
ー Radwan Barakat  
植物学者、ヘブロン大学（パレスチ

ナ自治区）  
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くの研究者は、分子医学の分野にとっ

て初の完結した治療法を生み出す可能

性があると考えている。バイオテクノ

ロジー企業も同じ考えのようだ。Sirna 

Therapeutics（米国コロラド州ボール

ダー）とAcuity Pharmaceuticals（米

国ペンシルベニア州フィラデルフィア）

の2社は、昨年、RNA干渉法を使った

黄斑変性症（進行性眼疾患の一つ）治療

の臨床試験に対する許可を FDAに申請

した。

　 さ ら に 今 年 は、Alnylam 

Pharmaceuticals（米国マサチューセ

ッツ州ケンブリッジ）が同様の申請を

行う可能性が高い。同社の研究者は、

RNA干渉法を使ってマウスのコレステ

ロールを減らせることを既に実証して

いる。コレステロールを減らす治療法

は、RNA干渉法の大ヒットとなるだろ

うが、その実現は、まだ何年も先の話だ。

　近い将来の話としては、2005 年に

新たな臨床試験が予定されている。そ

のなかには、RNA干渉法を使ってC型

肝炎やHIV を治療する臨床試験が含ま

れている。

「時差ぼけの解決法、あるいは超高
速飛行。それに迅速で間違いがなく
人目につかない空港での所持品検査
技術。本当は、超快適飛行ができれ
ばそれで満足なのですが……」
George Daley

幹細胞研究者、ハーバード大学

研究者の誰もが思っているのは、飛行

機のエコノミークラスに詰め込まれて

いる時間が長すぎて、実験に十分な時

間を割けないということである。2004

年になって、移動に要する時間は、さ

らに長くなったように思われる。

　例えば米国では、これまでで最大規

模の入国管理用バイオメトリクスシス

テムが導入され、入国しようとする外

国人の電子指紋採取、好ましからざる

人物のデータベースとの照合作業が行

われているため、入国管理窓口に並ぶ

人々の列は、さらに長くなっている。

今年は、持ち主のバイオメトリクス情

報をマイクロチップにコード化したパ

スポートが多くの国々で導入される予

定だ。その結果、窓口の行列が短くな

るか長くなるかは、この技術をどれだ

け信頼するかにかかっている。

　今日の交通機関がはらむ限界につい

て不平を言う研究者がいる一方で、未

来の交通手段を大きく変えるかもしれ

ないプロジェクトに携わる研究者もい

る。宇宙飛行は宇宙機関だけでなく、

ごく普通の億万長者にもできることを

証明するための、航空宇宙デザイナー

の Burt Rutan とマイクロソフト社の

創業者の一人である Paul Allen によ

クローン胚を作り出す
韓国の研究者たちが30個のヒトクローン胚
を作り、そこから幹細胞を取り出すのに成
功した。これと同じような成果は以前にも
報告されており、例えば米国のある企業は
2001年に短寿命ながらクローン胚作製に成
功したと発表した。しかし現在まで、こう
した研究ではそれを裏付ける証拠が乏しい。
このような少数のクローンを作るのに、16
人の女性から採取した242個という数の卵
子が使われた。作製過程の効率がよくなれ

ば、将来は患者の必要に合わせた置換用細
胞を作るのにこの方法が使われるようにな
るかもしれない。

ホビット
インドネシアで小型のヒト属の骨格化石が
発掘され、ヒトの進化の過程でこれまで知
られていなかった新種人類が、今からわず
か1万 8千年前という時代に暮らしていた
ことを示す証拠が得られた。身長が1メー
トル程度というこの種は、発見された島の
名前にちなんでHomo floresiensis と命名

され、発見者たちには「ホビット」という
あだ名で呼ばれている。この発見に驚いた
研究者たちは、また別のヒト属がまだどこ
かに埋もれているかもしれないと考えるよ
うになってきている。

電子を追っかける
磁気顕微鏡の感度を向上させて、1個の電子
のスピンから生じるかすかなシグナルを検
出することができた。この装置は磁気チッ
プを供えた微小カンチレバーで、1個の電子
のスピンによって作り出される磁場がある

る、初めての民間ロケットの弾道飛行

は成功し、「Ansari X Prize」の賞金

1,000 万米ドル（約 10億 5,000 万円）

をさらった。

　ロケットファンの人々は、この偉業

を宇宙観光旅行という新時代の幕開け

として祝った。しかしこれに懐疑的な

人々は、観光客を乗せた軌道周回飛行

という、より難しい偉業を成し遂げる

までは民間宇宙旅行が軌道に乗ったと

は言えないとする。Virgin Galactic 社

では、早ければ 2007 年にも宇宙飛行

の営業を開始し、1回の宇宙飛行を約

20 万米ドル（約 2,100 万円）で提供

したいと考えている。おそらく、この

料金ではほとんどの研究者の手が届か

ないと思われるが、少なくとも一部の

研究者は、この技術が、かつてのコン

コルドよりも短い時間で大陸間を移動

できる交通手段に利用される日がくる

と考えている。
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与えるものではあるが、高い人気を得ら

れるとは思われない。

　米国の研究者の一部は、宇宙飛行士

による有人宇宙探査という高額なプロ

グラムが再び重視されるようになると、

純粋研究が損なわれ、明らかな利益が

あまり得られなくなる点を懸念してい

る。ただし既に着手されている宇宙探

査計画は影響を受けずに進められるだ

ろう。例えば、2011 年に水星に到達

する予定になっている「メッセンジャ

ー」探査機、この1月に

土星の衛星の1つである

タイタンに探査装置を投

下する予定になっている

「カッシーニ」探査機などだ。しかしブ

ラックホールやダークマターを研究す

るための探査機の計画は中断しており、

これによって遠い宇宙の生命体のワー

ムホールやポケットの発見が遅れると

考えられる。もちろん、ETが交信して

きてくれれば、話は別なのだが。

「火星上に生命体がいるのかどうか
を確かめたい。もしかすると、おな
らから火星人の存在がわかるかもし
れない」
Roger Buick

地質学者、ワシントン大学（米国ワシ

ントン州シアトル）

もし地球外生命体を探しているのなら、

火星から始めるのがよい。昨年、興味

をかきたてられる発見が公表され、火

星上で微生物の化石あるいは生きた微

生物を発見できる可能性が再び注目さ

れるようになった。

　地球上に設置された天体望遠鏡や火

星の周回軌道を飛行するヨーロッパの

探査機「マーズ・エクスプレス」によ

って、火星の大気中にメタンが存在す

ることが確認された。メタンは寿命の

短いガスであるため、このメタンは過

去 300年以内に生成されたものにちが

いないと研究者は言う。火星上にメタ

ンを生成する活火山が確認されていな

いため、火星上には生

きた微生物がいて、そ

れによってメタンが発

生している可能性があ

り、研究者は「体をぴくつかせて興奮

している」とBuick は言う。

　このメタンが生命体に由来するもの

かどうかを確認する方法はあるのだろ

うか？　Buick は、硫化水素の痕跡を

探すことを提案している。硫化水素も

生物活動によって一般的に生成される

ガスの一つだ。もしメタンとともに十

分な量の硫化水素が検出できれば、こ

れらのガスが地下生物によって生成さ

れていることが示唆される、と Buick

は言う。現に硫化水素を思わせる痕跡

がマーズ・エクスプレスによって観察

されているが、この測定結果は確認さ

れていない。

　かつて火星に液体の水が存在したこ

とを示す証拠は蓄積されてきており、

NASAの火星探査車「オポチュニティ」

もその手がかりを採取している。例え

「途切れることのない思考時間
が延々と続く」ー Chris Rapley
英国南極調査所所長

と振動する。この振動をレーザーで追跡す
るのである。原理は簡単だが、単一電子に
ついて測定を行うのに必要な感度が得られ
るまでに研究チームは12年を費やした。同
じ手法で電子のスピンの方向も測定できる
だろうと予想されており、この成果は量子
コンピューターを作製する際の助けになり
そうだ。

写真をとった！
窒素分子にレーザーパルスを照射すること
によって、この分子を巡る電子軌道が画像

化された。強力なレーザーパルスを受けた
後に放出される光から、分子を構成する電
子が存在する空間領域の画像が描かれる。電
子軌道の形や大きさは、以前に実験や理論
計算によって決定されていたが、画像化さ
れたのはこれが初めてである。将来、これ
と同じ手法によって、化学反応が起こって
いる際の電子の挙動を観察することができ
るようになるかもしれない。
ラットの話
Brown Norway種のラットはヒトとマウス
に次いで、ゲノムが解読された第3番目の

哺乳動物となった。このラットは生理学や
薬理学の研究における優れたモデル動物で
あり、心臓血管病から宇宙酔いに至るあら
ゆる疾病の研究に使われている。解読に際
しては、ラットの2万 5千個の遺伝子につ
いても広く解析が行われ、情報量がさらに
増えることになった。2005年には、チンパ
ンジーやイヌなど、さらに数種の哺乳動物
のゲノムが解読され、お目見えするものと
思われる。

「私の願望ですか？ 『ETよ、私に電
話してくれ』です」
Louis Friedman

惑星協会エグゼクティブディレクター

宇宙探査を支持する大きな団体の代表

をつとめる Friedmanにとって、宇宙

探査の主たる目的が生命体の発見であ

ることについては疑いの余地がない。

この目的のため、惑星協会は SETI を強

力に支援している。SETI とは、宇宙か

らの電波の中に通信用電波がないかど

うかを片っ端から調べて、地球外知的

生命体を探索する活動のことだ。

　それに比べると、米国航空宇宙局

（NASA）は、その目的について確信を

持てなくなってきているように思われ

る。国際宇宙ステーションを完成させ

るべきなのか？　ほとんどの宇宙飛行

をロボットで行うという現在の方針を

堅持すべきなのか、それとも有人宇宙

飛行を推進すべきなのだろうか？

　昨年、米国のブッシュ政権は、2020

年までに月に宇宙飛行士を再び送り込

み、その後は火星への有人飛行を目指す

ことを宣言して、NASAの活動への注目

を集めようとした。11月には、大統領

の「宇宙探査ビジョン」のための当初予

算が議会を通過したが、多くの議員や研

究者は疑義を表明した。この「ビジョン」

は、宇宙探査プログラムにフォーカスを
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その他の不正行為に関与した研究者は

後を絶たなかった。学術誌の編集者さ

えもが、編集作業において倫理規範違

反が時々あったことを告

白している。例えば、論

文著者に対し、その学術

誌に掲載された論文の引

用を頼んで、学術誌のイ

ンパクトファクターを引

き上げようとしたのだ。

このため、医学雑誌団体

の 1つが、自らの行動の倫理性を保つ

ための行動規範を制定し、それが昨年

12月から施行された。

　グラクソスミスクライン（GSK）に

対して、数種類の抗うつ剤によって子

供の自殺リスクが増加することを示唆

した臨床試験結果を公表しなかったと

いう告発がなされた時、製薬業界は非

難の的となった。そして米国では、当

該薬剤に警告文の表示を義務づけ、デ

ータを追加提出させて原則として公的

精査の対象とするように規則が改正さ

れた。さらに、国際的な医学雑誌のう

ちの主要 12 誌は、臨床試験結果を発

表しようとする企業に対して、その臨

床試験の詳細の公共データベースへの

登録を義務づけることに決めた。これ

らの学術誌は、結果が良好だった臨床

試験ばかりが発表され、報道されると

いう傾向をこの決定によって修正した

いと考えている。またGSKも現在発売

中の薬剤に関する臨床試験データの概

要をインターネットで無料閲覧できる

ようにすることを約束し、実施に移し

ている。

　物理科学の世界もいくつかの異常な

問題に遭遇した。例えば、国立ロス･ア

ラモス研究所（米国ニューメキシコ州）

では、機密データが保存されたコンピ

ューター記憶装置のいくつかが行方不

明となり、セキュリティ検査のため、

数週間閉鎖されるという事態に及んだ。

その後、何人かのスタッフが解雇され

ている。

　韓国でのヒト胚細胞クローニングの

成功は、昨年の科学技術上のハイライ

トの一つだったが、研究者の一人が一

部の卵子を提供するという倫理的に許

されない作業が行われていたのではな

いかという疑惑が生じ、せっかくの成

功に暗い影が投げかけられている。こ

のような告発を受けて、研究の責任者

である黄禹錫教授（国立ソウル大学）は、

研究を中断している。同国では、生命

倫理に関する国内法が 2005 年 1月に

施行されるが、今後発生する問題の処

理に役立つかもしれない。

ば、さざ波によってできたと思われる

痕跡の残った岩石、塩分の多い水溜り

が蒸発した残りと思われる硫酸塩やそ

の他の堆積物、水泡から

飛び出した鉱物が沈殿し

て生成した可能性が非常

に高い球形の岩石など

だ。これとは別に、ヨー

ロッパの火星探査機「ビ

ーグル 2 号」は、火星

上の生物の痕跡を発見す

るという明確な目的で設計されていた

が、残念なことに火星への着陸に失敗

してしまった。

「『第一に、害を与えてはならない』
とするヒポクラテスの誓いを法的に
執行して、倫理基準に違反した医師
や研究者が必ず責任をとるようにす
ること」
Vera Sharav

Alliance for Human Research 

 Protection 委員長（ニューヨーク）

研究室で嘘をつき、盗みをはたらき、

人を騙し、あるいはそれよりも微妙な

倫理基準違反に足をすくわれる人々が

毎年報告されている。

　ここ数年で見た場合、2004 年は最

悪の年ではなかったが、盗作、詐欺や

言っちゃだめだよ！ 
マウスの卵細胞を精子による受精なしで
成長させ、一見したところ健康なマウス
とすることができた。これは哺乳動物が
父親の関与なしで産まれた初めてのケース
である。この実験の成功は、男性の存在意
義を無くすものではない。この研究チーム
が行った遺伝的操作は、少なくとも現在で
は、技術から見ても倫理の上からもヒトで
は実行不可能なものだからだ。この実験で
は、死んだり欠陥があったりする赤ちゃん
マウスの数の方が正常なものよりはるかに
多かったのである。

ひどく古い氷 
74 万年前という古い時代にまで遡る南極
大陸氷床コアの解析が進められ、過去 8回

の氷河期の間の気温と温室ガスに関する手
がかりが得られた。8年を要したこのコア
の掘削は 2 回にわたって行われたが、成
功したのはかなりの幸運にも助けられてい
る。当初の解析から、現在の間氷期はほぼ
40 万年前の前回のものと似ていて例外的
に長く、地球温暖化を計算に入れなくとも、
さらに 1万 6千年程度続くらしいことが示
された。  

温室ガスで難しい立場に 
気象学の研究者が、人間活動の気候への影
響は、2003 年の夏にヨーロッパを襲った
熱波のような事象が起こる確率を少なくと
も2倍にしていると推定した。専門家はずっ
と以前から、地球温暖化によってもっと激
烈な気候事象が起こるだろうと予想してき
たが、この結果は地球温暖化と単一の気候

現象の間の関連を、今まででもっともはっ
きりと示したものである。こうした研究は、
悪天候による損害について、温室ガスを大
量に放出している企業や国を相手に訴訟を
起こしているグループに勝利への道を開く
ものとなるかもしれない。  

デスクトップ型加速器 
粒子加速器で使われる高品質の電子ビー
ムを、エネルギー拡がりの小さいレーザー
ビームを使って生成させることが成功し
た。これによって、従来こうしたビーム
を作るのに使われてきた大きくて重い磁石
が要らなくなり、また装置の方も減らせる
ので、サッカースタジアムくらいの大きさ
だった粒子加速器が実験室に収まる程度の
ものになるかもしれない。このような装置
がどんどん小型化していけば、大学や個々

「タイムコントローラー：それ
は、少なくとも主観的には、時
間の流れを伸ばしたり、縮めた
り、止めることができる装置だ。
ある種の薬剤にはこのような作
用があると私は思う」
ー Arthur C. Clarke
SF 作家
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「過激派に悩まされることなく、失読
症やパーキンソン病の患者を救うた
めの実験を進めることができたらい
いのだが」
John Stein 

神経科学者、オックスフォード大学（英）

昨年の夏、Stein は、動物実験がもた

らす恩恵を公然と述べる一握りの英国

人研究者たちの仲間入りをする決意を

固めた。このとき彼は、まもなく自分

は動物の権利を擁護する活動家たちの

ターゲットになるだろう

と予想していた。「悪意

に満ちた電子メールが山

のように送りつけられて

きた」と彼はため息をつ

く。中にはこんなメール

もあった。「ナチと生体

解剖を行う人々との違い

は何か？　答え：違いは

ない」

　Stein と彼の同僚 Tipu Aziz が自分

の意見を率直に発言しようと決心した

のは、活動家たちが 2度にわたり世間

の注目を集める勝利をおさめてからだ

った。昨年 1月、過激派の抗議により

ケンブリッジ大学は霊長類研究センタ

ー建設計画の断念を強いられた。その

6カ月後には、オックスフォード大学

の新しい動物舎建設を請け負っていた

業者が手を引いてしまった。

　Stein も Aziz も、反対の立場に立つ

のは危険だと承知していた。少なくと

も過去においては、活動家は単なる脅

し以上の行動に出ている。動物実験支

持者のなかには、野球のバットで襲わ

れたり、手紙爆弾を家に送り付けられ

た人々もいた。

　しかし、2004年末現在、二人は用心

しながらも楽観的になっている。現在、

一部のメディアは活動家

たちをテロリストと書き

立てており、過激派の

しばしば好戦的なやり口

が、潜入調査を行ったジ

ャーナリストによって暴

露された。そして、11月、

オックスフォード大学は

動物舎建設予定地に抗議

者が近寄ることを禁止す

る裁判所の命令を勝ち取った。Steinと

Aziz は、今では脅迫されることはほと

んどなくなったと言う。

　彼らは、一般大衆が自分たちの味方

についているとほぼ確信している。そ

う確信できるようになったのは、ひ

とつにはある奇妙な経験のおかげだ。

Stein は昨年 9月に栄養および神経科

学に関する王立研究所のイベントを、

自分の兄弟でもあり、シェフとして英

国ではとても有名なRick と共同で主催

した。ところが、動物の着ぐるみに身

を包んだ活動家たちが「Johnはサルの

虐待者だ」と叫んで妨害を始めたので

ある。しかし、「到着した警察がしなけ

ればならなかったのは」と Stein は言

う。「活動家たちから私たち兄弟を守る

ことではなく、群衆から活動家たちを

守ることだった。怒りにかられた群衆

は、抗議行動を起こした連中に襲いか

かったのだ」

　2005 年を実り多き年にするために

は、動物実験が必要とされる理由を説

明する際に、所属する大学や研究者仲

間からより多くのサポートを得ること

も必要になるだろう。同じく重要なの

は、昨年 7月から中断しているオック

スフォード大学の動物舎建設を再開す

ることだ。大学によれば、新しい建設

業者をみつけるつもりであるという。

しかし、2004 年の Nature 誌最終号

が印刷に回された時点で、まだ建設業

者は指名されていなかった。

「合衆国にとって、ヨーロッパをは
じめとする世界各国を出し抜く切り
札は、マンハッタン計画とアポロ計
画に続く計画、すなわち 50 年以内
にエネルギー・システムから炭素を
除去するという大胆な計画のイニシ
アチブをとることだ」
Stefan Rahmstorf 

気候モデラー、

ポツダム気候影響研究所（独）

もし誰かが新年にシャンペングラスを

上げる理由があるとしたら、それは気候

研究者たちに乾杯するためだ。彼らは、

過去、現在、そして未来の気候変化の

本質を理解することにおいて、大きな

進歩を遂げた（highlights 参照）。そし

て何年にもわたる議論の末、昨年秋に

とうとうロシアのウラジミール・プー

チン大統領が地球温暖化防止のための

京都議定書を批准し、ようやく京都議

定書は法的に拘束力のある国際協定と

なった。ロシアの決定により、温室効

果ガス排出削減を義務付ける政治的土

台ができあがった。こうした土台は非

の研究チームが使うこともますます容易に
なっていくだろう。  

治療剤は自家製で 
より安価な抗マラリア薬となる可能性のあ
る化合物が作り出された。現在、マラリア原
虫のクロロキンなどの薬剤に対する耐性が
問題になっている地域では、アルテミシニ
ンの大量投与を柱とする治療法が推奨され
ている。しかし、漢方で使われる薬草から得
られるアルテミシニンは極めて高価である。
そこで、公的機関と民間企業との協力研究
により安価な合成アルテミシニンが作られ、
目下英国で臨床試験が行われている。 

「私の肩には鮮やかな色の

オウムがとまっている。私

が新しいデータを見るた

びに、オウムは私の耳元で

甲高い声をあげる。『だけ

ど、これ、本当はどうい

う意味なのさ？　重要なこ

と な の？』」 ー Brandon 

Wainwright

ヒト遺伝学者、クイーンズ

ランド大学・分子生物科学

研究所（オーストラリア）

「将来の研究のあり方についての研

究者の提案をフランス政府が取り入

れて、再びフランスを若い研究者に

とって魅力ある土地とすること」

ーAlain Trautmann
細胞生物学研究者で、Save Research

のリーダー。Save Research は、フ

ランス政府の政策や科学研究助成方

針に異議を唱える史上初の科学者団

体である。
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常に必要とされていたが、前年の同じ

時期には、実現ははるか遠く先と思わ

れたものだった。しかし、Rahmstorf

たちは、二酸化炭素排

出を抑えるには京都議

定書だけではまだ足り

ない、できれば米国の

全面的な協力が望まし

いと述べる。

　京都議定書によって

弾みがついた計画のひ

とつが、2005 年に成果をあげそうだ。

二酸化炭素排出権を取引するというア

イデアだ。2004 年の二酸化炭素取引

総量は 2003 年の約 2倍も多かった。

2005 年 1 月には、ヨーロッパで排出

権取引制度が開始され、炭素は政府が

規制する資産となる。排出量削減に経

済価値を与えることで、企業はガス廃

棄物の削減に熱心になるだろうとオブ

ザーバーは期待している。京都議定書

に署名しなかった合衆国などの国々に

も効果があるだろう。しかし、これで

実際に全体の排出量が減少するかどう

かはまだわからない。

　一方、大ヒットしたハリウッド映画

「デイ・アフター・トゥモロー」は、突

然の気候変化によって起こりうる状況

を鮮やかに描き出してみせた。映画で

はたった 1日で北半球全体が凍り付い

てしまったが、これは現実と比べると

あまりにも誇張しすぎているといえる

かもしれない。だが、遠い昔に劇的な

気温の変動が何度もあり、それが数千

年、いや数百年の周期で起こっていた

という科学的証拠は次々に明らかにな

っている。たとえば、昨年、約 7000

万年前にあたる白亜紀に

北極の気候が温暖化した

時期があったという手が

かりが発見された。昨年

の北極掘削航海で採取さ

れたサンプルからのデー

タは、かつて北極が温暖

な地中海のような気候に

転じたときのようすをまもなく我々に

示してくれることだろう。

「莫大な予算を投じた映画のおかげ
で、科学者が若者のアイドルになり、
科学者という職業にがぜん人気が集
まることだろう。もうロックスター
やテレビ俳優やスポーツ選手なんか
目じゃないぞ！」
Francis Collins 

国立ヒトゲノム研究所所長（メリーラ

ンド州ベセズダ）

映画「デイ・アフター・トゥモロー」

だけでは Collins が満足しないという

なら、お楽しみはまだまだたくさんあ

る。といっても、おそらく複雑な気持

ちを抱きながらではあるが。2005 年

公開予定作品のひとつ、「ファンタステ

ィック・フォー（Fantastic Four）」 で

は、宇宙飛行士たちが宇宙線を浴びた

あと、超能力を手に入れるようになる。

また、カルト的人気を誇るシリーズ

本「The Hitchhiker's Guide to the 

Galaxy」も映画化される予定だ。この

物語の中では、ありえない航海をする

宇宙船が一見不可能と思われることを

やってのける（ただし、どれくらい起

こりそうもないことかがわかっている

場合に限るが）。そして、50年代の SF

映画の傑作「宇宙戦争」のリメイク版

では、トム・クルーズが主演の科学者

を演じる。セルロイドのフィルムと現

実との間の深い溝にすぐにも橋がかか

るとは思えないが、ファンタジーの世

界でも多少なりとも科学への関心（の

ようなもの）に火がつきそうだ。

「2005 年にこんな新発見がしたい
という私の願い事リストの最上位に
くるのは、HIV に対して広い反応
性をもつ中和抗体を誘導する分子の
開発だろう」
Anthony Fauci 

国立アレルギー感染症研究所所長（メ

リーランド州ベセズダ）

タイのバンコクで昨年 7月に開かれた

第 15 回国際エイズ会議に出席してい

た人々は、「我々はエイズを治療する

ツールを手にしている」という言葉が

何度も繰り返されるのを聞いた。しか

し、それらのツールが届いているのは、

3900 万人にものぼるHIV 感染者の中

のうちのごくわずかにすぎない。エイ

ズはサハラ砂漠以南のアフリカ諸国に

根強く蔓延しており、HIV 感染者の 60

％以上がこの地域に住んでいる。さら

にエイズは、HIV 感染者が 2番目に多

「新しい安全衛生規則のほとんどは、

ばかばかしくて話にならない。ニワ

トリの研究をするのに、宇宙服を身

につけてからでないと動物舎に入る

こともできないというわけだ」

ー Steven Rose 神経科学者、

放送大学（英国ミルトンキーンズ）

消えたペスト菌
自分の研究室からペスト菌が入ったガラス
瓶がいくつかなくなったと報告したあとで、
実は自分が瓶をうっかり壊してしまった可
能性があることを認めた米国の微生物学者
Thomas Butler は、昨年 3 月に詐欺罪で
懲役 2年の刑を言い渡された。検察側が求
めていた数百万ドルの罰金と 10 年以上の
懲役よりは寛大な処罰である。しかし、テ
ロを企てるつもりなど毛頭ない 62 歳の高
名な研究者を見せしめにするのはフェアで
はないと言う研究者もいる。

芸術のため
米国の大学の遺伝学者と芸術家が、郵便・
電信詐欺の罪で告発された。彼らが美術展
のために細菌を入手したとされるやり方に
問題があったためだ。パフォーマンスアー
ティスト Steven Kurtz の家で、実験装置
と細菌と生物戦争に関する本が発見された
ことから、捜査が始まった。見つかった細
菌は無害であることが判明したが、彼と
Robert Ferrell は、実験室外で非研究目的
のために細菌を使うことによって販売元を
だましたとして告発された。Kurtz の裁判
は、1月 11日に審問が行われることになっ

ているが、Ferrell の方は病気のために保留
になっている。

「誤り」のレッテルを貼られた自閉症の論文
医学雑誌The Lancet は、ある論文を掲載記
録から抹消し、ジャーナル自らがその論文
の結果に反論するという異例の措置をとっ
た。Andrew Wakefield は 1998年に、麻
疹・流行性耳下腺炎・風疹の3種混合ワク
チンが自閉症と関係するという内容の論文
をThe Lancetに発表した。しかし昨年2月、
同誌のエディターは、この論文には利害が
からんでいるために「誤りがあり」、掲載さ
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いインドだけでなく、ロシアや中国で

も急増する恐れがある。しかし、抗レ

トロウイルス薬はいまだに非常に高価

で、ほとんどの患者は治療費をまかな

えない。こうした非常に厳しい見通し

に直面して、指導者たちは、エイズの

広がりをきっぱりとくいとめる予防法

措置を求めている。

　だが、エイズワクチ

ンの開発は遅々として

進まない。少なくとも

10数種のワクチンが臨

床試験中だが、それら

のワクチンによってエ

イズ感染が完全に防げるという期待は

薄い。多くの専門家は、この目的の達

成に必要とされているのは、あらゆる

タイプのHIV を認識し、中和してしま

う抗体を誘導するワクチンだと考えて

いる。構造生物学者たちは、現在、こ

うした「広範に中和する」抗体を同定

するために必死の努力を続けている。

「我々は、新たに出現する感染症の
リスクの増大に直面している。常に
おこたりなく警戒すること、そして、
政治ではなく科学に基づき、善意の
科学と監視と公共政策によってこの
脅威と戦うためのリソースを望む」
Paul Tam 

臨時副学長代理、香港大学 

今冬、これまでのところでは新たな症

例が出ていないことから、重症急性呼

吸器症候群（SARS）の脅威は遠のいた

と思えるかもしれない。しかし、心配

すべきウイルスはほかにもある。昨年、

鳥インフルエンザのせいで、東南アジ

ア諸国では数千万羽の鳥が病死、ある

いは処分され、タイとベトナムでは少

なくとも 32 人が鳥インフルエンザに

よって死亡した。

　最も警戒されるH5N1

型ウイルスは、中国で

ブタへの感染が確認され

た。ブタの体内は、トリ

とヒトのウイルスが感染

して混合するにうってつ

けの場所で、致死性で非常に感染力の

強いタイプのウイルスを生み出す。気

がかりなのは、H5N1 がヒトからヒト

へ伝染したと見られる症例が 1例あっ

たことだ。タイのある少女からその母

親へおそらく感染が起こったと考えら

れている。このウイルスがもっと容易

にヒトからヒトへ感染するようになれ

ば、20世紀の大流行に似た状況が起こ

り、多数の死者が出るだろう。

　「再び大流行が起こることは避けられ

ない。実際、すでに起こっていても不

思議はないのだ」とロックフェラー大

学（米国ニューヨーク）の感染症専門家、

David Ho は述べる。発展途上国の監

視・保健システムでは対処が難しいか

もしれない、と彼は言う。

「このダーウィンの寿命は残りわず
かだ。ガラパゴスの『チャールズ・
ダーウィン研究所』は近代的なゲノ
ム研究施設に生まれ変わらせる必要
がある」
Hunt Willard

遺伝学者、デューク大学（ノースカロ

ライナ州ダラム）

ガラパゴス諸島は進化研究の生きた実

験場といえる。博物学者たちは、この

島々に 100年以上にもわたって魅了さ

れ続けてきた。ガラパゴス諸島はかつ

て、進化に関する革命的な理論の誕生

に大いに貢献したが、いま専門家たち

は、サンタ・クルス島に 1964 年に設

立された「チャールズ・ダーウィン研

究所」の設備を、21世紀型の遺伝学の

進展に対応させるべく、また進化に関

する未解決の謎を解明するために拡充

させる必要があると訴えている。

　生物学者たちには、進化上の変化は、

稀に起きる遺伝的変異が環境からの圧

力を受けて種の個体群に固定されるこ

とで生じると想定する向きがある。し

かしWillard は、ガラパゴス諸島に見

「炭素をベースとする燃料への依存

をなくすために有用な微生物を海洋

から見つけだす」ーCraig Venter

J. Craig Venter 科学財団代表（メ

リーランド州ロックビル）

れるべきでなかったと述べた。Wakefield
によればそのような利害関係はなかったと
いう。この論文のせいで、英国では多くの
親たちが3種混合ワクチンの接種を拒否し、
その結果、麻疹発症率が高まった。

取り下げられたクローン論文
生殖研究者 Panayitis Zavos は、論文審
査を受けたヒト・クローンに関する論文を
取り下げた。自身の研究成果を公表してし
まったからだ。Zavos は 9 月に、死者か
ら採取した遺伝物質をウシの卵とミックス
することによってクローン胚を造ったと発

表し、新聞紙上で一騒動を起こした。The 
Journal of Assisted Reproduction and 
Genetics 誌は、そのあと同様の研究に関す
る論文を取り下げたが、Zavos はそれは異
なる研究だったと主張している。

締め出される
取り調べを受けたイランの物理学者が、
職場である米国エネルギー省管轄スタン
フォード線形加速器センター（カリフォ
ルニア）への立ち入りを禁じられた。同僚
たちはNature 誌に、彼の締め出しについ
ては何の説明もなされていないと述べた。

Shahram Rahatlou は、自分が追放された
のは 2001 年 9月 11 日以来厳しくなって
いるセキュリティ・チェックのせいではな
いかと考えている。現在、他のイラン人に
とっても、政府の施設で働くことは、いや、
そうした場所を訪問することさえ難しいと
言う。Rahatlou はその後ローマで 4年間
の職を見つけることができた。
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られる変化のスピードが非常に速く見

えるために、これが唯一の進化推進機

構になっていると考えている。さらに

劇的で大規模なゲノムの変化が、異な

る亜種間の交配が進んだ結果として生

じている可能性があるとWillard は語

る。しかし、ゲノム研究に通じた「ガ

ラパゴス諸島再訪」計画が進められな

ければ、DNAレベルで実際に何が起き

ているかを明らかにすることはできな

いというのがWillard の考えだ。

　こうした遺伝学研究は、ガラパゴス

諸島に生息する絶滅一歩手前の種に有

用なことが判明しつつある。カメの研

究では、ピンタ島に生息する最後のゾ

ウガメである「孤独なジョージ」の花

嫁にふさわしい亜種がわかってきた。

ジョージと選ばれた花嫁候補との対面

こそ未だ実現していないものの、今度

こそ同じケージ内で現在生活をともに

しているメスガメに対するようなつれ

ない態度はとれないだろうと研究者は

期待している。

「米語と英語のスペルチェッカーをイン
ストール済みの私のパソコンに EU式
英語のチェッカーを追加した。これで
ようやく難解な『EU語』の解読が可能
となったわけだ」
匿名の研究者

昨年欧州各地で開催さ

れた学会の休憩時間に

交わされた一番の話題

は、ヨーロッパの「研

究フレームワークプロ

グラム」の助成金獲得

にまつわる、複雑きわ

まりない応募過程に対

する不満であった。"sideground" と

いった造語が頻出する書式に対して、

まるで読めた代物ではないと感じて空

欄のまま放置する研究者は少なくない。

　フレームワークプログラム用の用語

集があることはある（http://fp6.cord

is.lu/fp6/glossary.cfm）。しかし悲し

いかな、前述の単語の説明は、この用

語集にもオックスフォード大英語辞典

にも見あたらない。欧州委員会が作成

した知的財産権に関するヘルプデスク

のウェブサイトを捜し回ってようやく

見つかるありさまだ。ちなみにこの用語

の意味は、「プロジェクトの進行と並行

して得られる情報および権利」だそうだ。

　研究者たちは言う。複雑化する一方

の書式は、科学の実践を脇において、

ヨーロッパを覆う経済お

よび社会の病理を治す方

策の提示を自分たちに求

めているようだと。研究

プロジェクトを書き連ね

ることは手慣れたものだ

が、政治的なあれこれの

文言を操ることは一苦労

だと研究者は訴えている。

　2006 年から始まる第 7次研究フレ

ームワークプログラムの詳細は 2005

年中に固まる予定だ。しかし、新しい書

式がすっきりする可能性は低い。研究者

たちはむしろ、現在設立が計画されて

いる欧州研究評議会が、EUと少しでも

距離をおいてくれることを願っている。

news feature

ジェネシス計画の失敗
太陽風のかけらを地球に持ち帰ろうという
アメリカ航空宇宙局（NASA）のジェネシ
ス計画は、昨年 9月にユタ州の砂漠の砂粒
と化した。回収装置には極めて精巧な検出
器が備えられており、計画では、ハリウッ
ド映画のスタントパイロットに依頼して、
パラシュートを拡げつつ落下してくるカプ
セルのもとに急降下してすばやくキャッチ
し、できるだけソフトな着地を目指してい
た。ところが実際にはパラシュートは開か
なかった。設計段階のミスで、要となる複数
のスイッチが上下逆に取り付けられたこと
が原因であった。

爆発したクジラ
昨年 2月のある日、喧噪に満ちた台湾の道
路が、爆発した 60 トンものマッコウクジ
ラの残骸で塞がれた。この事故は、クジラ
の死体を解剖するため研究所へと運搬する
最中に発生した。死体が腐敗することで体
内にたまったガスが爆発の原因だった。　

しかし幸いにも、道路に散乱した内臓は一
部にとどまり、解剖対象の心臓と肺は無傷
であった。

ニュートンの著作集が刊行
アイザック・ニュートンが 17 世紀後半に
書き記した、「ヨハネの黙示録」に関する
300,000 語にも及ぶ解釈が昨年 8月に刊
行された。ドラゴンに関する言及がそこか
しこに含まれ、カトリック信仰に対する不
信感も露わな驚くべき文章を読むと、ニュー
トンが精神世界に強い関心を寄せていたこ
とがわかる。残された著作の半数以上は、
科学ではなく宗教に関するものであった。

学術サイトに自分史を掲載
ある理論物理学者が、第二次世界大戦中
に占領下のフランスでポーランド系ユダヤ
人として育った自らの半生の記録を一風か
わったメディアに発表した。その掲載先と
は、物理学のプレプリントサーバー arXiv
だ。このサーバーは一般に学術論文を掲載
する場所である。しかし、サーバー管理者

は全内容をオンラインで発表することを快
く思わなかった。サーバー側から不当に扱
われたと感じた一部の研究者たちは団結し
て「アーカイブ・フリーダム」と命名したウェ
ブサイトを、サイトの選択基準を守るため
に新たに立ち上げた。

宇宙船の補償問題
火星に下降中に姿を消した着陸機「ビーグ
ル 2号」に何が起きたのか真相は不明だ。
だが計画失敗の責任をどこに求めるかにつ
いては大きな問題となる可能性が出てき
た。欧州宇宙機関（ESA）は、英国の計画
者たちに 1,600 万ユーロ（2,100 万米ド
ル）を貸していた。昨年の秋には、同機関
から研究資金をもらっている一部の研究者
から、ESA が貸与した金の返済の是非につ
いて、またその方法について不平が出始め
た。英国側は、財と労役で払い戻す可能性
を探っているようだ。しかし宇宙研究者た
ちは、キャッシュでの償還がベストだと考
えている。

「欧州研究評議会に潤沢な資金

を割り当てることが欧州委員会

の第一の任務である。研究費が

倍増するか否かは別の話だ」ー
Erwin Neher

生物物理学者、マックス・プランク

生物物理化学研究所（独ゲッチンゲン）
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